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本プレゼンテーションの要旨

• TXPは救急医が創業、現在も救急をはじめとする30名程度の臨床医が在籍

• NEXT Stage ERは救急医療の業務システム、約100の地域中核医療機関に導入

• 上記中核医療機関の一部において、NEXT Stage ERの構造化された救急・ICUデータに
加え、全診療科の院内データの整備を実施して利活用を行う

• 臨床に即したデータ・電子カルテベースのデータであるため、解像度が高く即時性がある
データの利活用が可能

• それに伴い、治験（特に急性期・ICU疾患）に関して、独自性のある以下のサービスを提
供可能

- 治験経験を有する臨床医によるコンサルティング

- プロトコールに即した施設フィージビリティ

- 診療現場の業務システム上での自動スクリーニングによる被験者取りこぼし防止

• 治験以外にも様々なプロセスで製薬企業様の支援が可能
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会社概要と特徴
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TXP Medical 株式会社

会社概要 サービス概要 TXPの強み

1. NEXT Stage ER - 救急外来システム, NSER mobile - 救急隊業務支援アプリ, NEXT Stage ICU - ICU患者ダッシュボード, NEXT Stage Oncology - がん診療データベースシステム, NEXT stage EDC - 臨床研究支援システム

創業者/CEO
• 園生 智弘 (臨床経験15年東大卒

医師、執筆論文40本)

従業員 - 約90人
• 正社員 約60人
• 非常勤医師リサーチャー 約30人

設立
• 2017年8月

主要株主
• 創業者
• UTEC
• 伊藤忠商事

医療プラットフォーム事業 医療データ事業

医療データシステムポートフォリ
オ1を大病院・自治体を中心に提供

RWD利活用を通じた多様なサービ
スを製薬・医療機器メーカー向け
に提供

提供サービス例：

• 治験支援 (プランニング支援、
FS調査、患者リクルーティング)

• 臨床研究支援 (EMRに基づいた
エビデンス獲得、共同研究、論
文化支援、救急医療実態調査)

• マーケティング支援 （レジスト
リ作成、Patient journey作成）

医療データ事業におけるTXPの強み

• 全国約１００弱の中核医療機関の業務シス

テム上での被験者リクルートメント

• RWD専門家の高い分析能力に裏打ちされた

幅広いユースケース

• 潤沢な医師プールによる医師の現場感に

基づいたインサイト

(PubMed掲載原著論文数 72本)

• 全国36の大病院における過去複数年分の

EMR/ 検査データを保有

• 全診療科のEMR/ 検査データが使用可能

臨床・研究経験豊富な医師により
創業された“現場感覚”を重視する
ヘルスケアテック企業

医療プラットフォーム事業で得られたRWDを医療データ事業に活かし、本邦医
療の発展に多方面から貢献

医療機関での臨床行為で使われているシステムをベ
ースした治験支援の各種ソリューション

データ分析、医療の高度な専門家により形成された
チームが顧客事業をサポート

TXPのEMR/ 検査データとを活用しユニークな示唆
を導出可能
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RWD事業の国内トッププレーヤーを目指す

TXP Medical株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役CEO：園生 智弘、以下TXP Medical）は、総額約24.6億
円にてシリーズCラウンドをクローズいたしました。MPower Partners、NTTコミュニケーションズ株式会社、
メディカル・データ・ビジョン株式会社を引受先とした第三者割当増資ならびに、複数金融機関からの融資によるもの
です。なお、創業からの累計資金調達額は約40億円となります。

また、経営体制及びガバナンス強化、さらには生成AIを用いた事業創出を推進するため、社外監査役としてAIガバナ
ンス/アジャイルガバナンスの専門家である羽深宏樹氏が就任いたしました。

https://txpmedical.jp/news/4BHXLHLA7pQo8dUeBAoXJ6/

https://txpmedical.jp/news/4BHXLHLA7pQo8dUeBAoXJ6/
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TXP Medical メディカルエキスパート（一例）

園生 智弘, TXP Medical 代表取締役, MD

2010年東京大学医学部卒、日立総合病院救命センター・集中治療科医師

救急科専門医・集中治療専門医・米国ECFMG certificate (米国臨床研修許可証) 

2018年SIP AIホスピタルによる高度診断・治療システム主任研究者

日本救急医学会AI研究活性化特別委員会委員

PubMed掲載英語論文 47本 (2021年7月時点)

・救急/集中治療領域

石澤嶺, MD

2013年千葉大学卒。救急専門医として都内の救命救急センターで勤務。救急専門医、

外科専門医、総合内科専門医のTriple board。レジデント時代に4年連続ベストレジデ

ントに選出。

2022年からTXP Medicalのリサーチチームに所属し、主にNSERを用いた臨床研究を

行っている。

岡田麻美, MD

2012年福岡大学卒。2012-2022年 初期研修修了後、産婦人科・救急・集中治療専門

医として高度救命救急センターで臨床および研究業務に従事。2022年からシンガポー

ルに移住。2023年からTXP Medicalでデータ解析・EDC開発業務に携わる。英語原著

論文21(筆頭9)

・救急・集中治療領域
・総合内科領域
・外科領域

・救急・集中治療領域
・産婦人科
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TXP Research

自社プロダクトの科学的妥当性を検証するだけでなく、企業とアカデミアの融合を目指し学術発信を行うチームで、

スタートアップでは類を見ない学術機関に匹敵する強力なリサーチチームです。

コアメンバー

後藤 匡啓／MD, MPH, PhD
福井大学医学部医学科卒
救急専門医・Harvard MPH
東京大学大学院臨床疫学・経済学教室、横浜市立大学
ヘルスデータサイエンス専攻等にて研究指導

原 湖楠／MD, PhD
東京大学医学部医学科卒
アリゾナ大学経済学部博士課程
東京大学大学院系研究科社会医学専攻博士課程修了

共同研究・実績

共同研究者

• 医師約15名（救急科専門医、感染症科専門医等）

• インターン10名（東京大学、国際医療福祉大学等）

共同研究

• 自治医科大学

• 東京ベイ浦安市川医療センター

• 済生会宇都宮病院、など十数施設と共同研究を実施

実績

PubMed掲載原著論文数 72本 (2020年1月～2024年4月)

・欧州集中治療学会総会データハッカソン優勝 (2022)

・日本救急医学会総会優秀演題賞 (2021, 2020) 

・Best Presentation Award, SG Healthcare AI EXPO DATATHON & EXPO 2021

・Outstanding Performance Award, SG Healthcare AI EXPO

・DATATHON & EXPO 2020

ほか多数受賞・発表

耒田 善彦／MD, MPH, MMSc
金沢大学医学部医学科卒
沖縄県立中部病院腎臓内科
Johns Hopkins MPH, Harvard MMSc

篠崎 智大／MPH, PhD
東京大学医学部健康総合学科卒
東京理科大学情報工学部准教授
生物統計学、統計的因果推論が専門
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TXP Medical の取り組み全体像
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TXP Medical の取り組み全体像

今回ご紹介の範囲
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NEXT Stage ERとは

年間およそ150万人の救急外来患者が登録される日本最大の医療プラットフォーム

・電子カルテの端末上で部門システムとして稼働

・救急外来全症例のカルテ記載に使用され、救急外来電子掲示板としての機能も果たす

NEXT Stage ER 利用事例 (https://txpmedical.jp/case-study/)より一部引用

土浦協同病院、京都第一赤十字病院、日立総合病院 救急外来での利用

医療スタッフ間の情報共有

NSER画面

https://txpmedical.jp/case-study/
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NEXT Stage ER利用シーンイメージ

自治医科大学本院、自治医科大学さいたま医療センターでも導入済

（本院：2018年10月〜、さいたま：2020年11月〜）

医療事務の電話受け記録、医師のERテンプレート、看護師トリアージ記録としてフル活用

NEXT Stage ER 外部取材記事

(https://www.innervision.co.jp/sp/ad/suite/filemaker/usermade/201907)より引用

年間およそ150万人の救急外来患者が登録される日本最大の医療プラットフォーム

https://www.innervision.co.jp/sp/ad/suite/filemaker/usermade/201907


Confidential TXP Medical Co. Ltd. 12

NEXT Stage ERによるオペレーションの変化

患者受付前のため、電子カルテに

登録できない。診療記録は紙にメモ。

診察時 医学研究・分析時

患者受付前でもNEXT Stage ERに直接入

力可能。この段階で診療記録の電子化と

データ構造化を同時に実現。

手書き作業 手動でデータ構造化

デジタル記録＆構造化

紙から電子カルテに転載。

（手入力）

電子カルテへの入力

NEXT Stage ERに記載される診療記録は

電子カルテへの記載そのもの。そのため、

診療記録は電子カルテにコピペするだけ。

転記（手入力）

転記が不要に！ 構造化作業が不要に！

電子カルテのデータを手動で

構造化しないと研究用に使用できない

既に構造化されているので

いつでも使用可能

従来の

救急外来

電子カルテ
システム

これまでDX化がされていなかった救急・ICU領域で、DX化とデータ構造化を同時に実現
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NEXT Stage ERとは

これまでDX化がされていなかった救急・ICU領域で、DX化とデータ構造化を同時に実現
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北海道 北海道大学病院・札幌東徳洲会病院

青森県 青森県立中央病院

宮城県 東北大学病院・仙台医療センター

福島県 総合南東北病院

茨城県 筑波大学附属病院・土浦協同病院・日立総合病院

栃木県 自治医科大学附属病院・済生会宇都宮病院

群馬県 前橋赤十字病院

埼玉県 自治医科大学附属さいたま医療センター

千葉県 東京ベイ 浦安市川医療センター

神奈川県 横須賀共済病院

愛知県 藤田医科大学病院

京都府 京都第一赤十字病院

大阪府 大阪大学医学部附属病院

兵庫県 加古川中央市民病院

奈良県 奈良県立医科大学附属病院

岡山県 岡山大学病院・津山中央病院

広島県 県立広島病院

徳島県 徳島県立中央病院

福岡県 福岡徳洲会病院・飯塚病院

鹿児島県 米盛病院

沖縄県 浦添総合病院

NEXT Stageシリーズ導入実績

大学病院35箇所（左記と重複あり）

● 北海道大学病院
● 東北大学病院
● 筑波大学附属病院
● 自治医科大学附属病院
● 自治医科大学附属さいたま医療センター
● 獨協医科大学 埼玉医療センター
● 国際医療福祉大学成田病院
● 順天堂大学医学部附属浦安病院
● 東京慈恵会医科大学附属柏病院
● 東京医科歯科大学病院
● 東京慈恵会医科大学附属病院
● 日本医科大学付属病院
● 昭和大学病院
● 日本大学医学部附属板橋病院
● 聖マリアンナ医科大学病院
● 東海大学医学部付属病院
● 浜松医科大学附属病院
● 信州大学医学部附属病院
● 金沢大学附属病院
● 藤田医科大学病院
● 名古屋市立大学医学部附属東部医療センター
● 愛知医科大学病院
● 京都府立医科大学附属病院
● 京都府立医科大学附属北部医療センター
● 奈良県立医科大学附属病院
● 大阪大学医学部附属病院
● 大阪医科薬科大学病院
● 和歌山県立医科大学附属病院
● 岡山大学病院
● 琉球大学病院

国公立病院/大学病院
を中心に展開

稼働実績77病院

( 2024年11月時点)

40
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TXP Medicalの提供する医療データプラットフォーム

患者背景・基礎疾患・常用薬・
バイタルサイン・ADL・処置時系列
（保険病名）医師による診断名 etc

デ
｜
タ
は
構
造
化
・
標
準
化

救急外来・ICUなどの急性期疾患

全診療科
電子カルテ

検査値・バイタルサイン

約900
項目

カルテ
テキスト

DPC
医療費算定用

データ

TXP-DWH

検査値
（血液検査例）

PT、APTT、Fib、FDP、d-dimerなど詳細な
凝固検査、BNP、トロポニン、各種腫瘍マー
カー、自己抗体や希少疾患関連の詳細検査
血液ガス検査、培養、感染症検査など

複数施設間での
統一化

■単位 ■検査コード ■検査略称

全診療科 外来/入院 全患者

企業向けに医療データ利活用

NEXT Stageシリーズからの構造化データに加えて全診療科のカルテ情報を、臨床研究用

Data Warehouse（DWH）に格納
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TXP Medicalの医療データ（救急+全診療科）

全診療科・全患者のデータ
中核病院における

標準化済・多項目データ
構造化された急性期データ

• 標準化されているため

多施設共同研究が容易

• 多くの臨床研究に堪えられる

約900の検査値項目

• 重症, ICU, 進行がん, 難病などの

研究が盛んな領域のデータが多数

• 医療機関名の開示が可能

診療所

中小病
院

大病院

研究用DWH

TXPが病院より

構築を受託

救急搬送／

救急外来データ

DPCデータ

検査値

全診療科

カルテ情報

各診療科の時系列に沿った

様々なデータを利活用可能

• 医療機関の医学研究の効率化のため

院内の様々なデータを集約

• 多くのデータが即時性を持つ

• 時系列が沿ったデータ

• NEXT Stage ERで、実臨床と並行して

医学研究のためのデータを自動収集

• 入力と同時に基礎疾患、常用薬、バイ

タルサイン、処置情報や主診断名など

のデータを自動で構造化

診察時 医学研究・分析時

記録＆構造化 構造化作業が不要

TXPは高次医療機関における研究ニーズの高い疾患において、システム（NEXT Stage ER)により蓄積・

構造化されたデータ、医療機関の研究用DWH構築による全診療科データを利活用可能

急性期・ICU疾患に特に強み 研究ニーズの高い疾患の

質の高いデータが集積

NEXT Stage ER導入以降のデータNEXT Stage ER導入以前のデータも含む
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「日本における薬剤疫学に応用可能なデータベース調査」に掲載

日本薬剤疫学会ホームページ
https://www.jspe.jp/wp-content/uploads/2024/10/DB%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8_240926.pdf

https://www.jspe.jp/wp-content/uploads/2024/10/DB%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8_240926.pdf


Confidential TXP Medical Co. Ltd. 18

TXPの医療データ事業における提供可能なサービス範囲

DB選定課題の設定 解析・分析
データ項目の

選定
論文化

アウトプット

提出

TXPの医師リソース
により、臨床的観
点・リサーチ的観
点からのコンサル
が可能

新たな

提供

価値

DPCデータに加え、
電子カルテデータ、
救急医療の構造化
データなどの様々
なデータソースを
活用

一般的な提供サービス

TXPにより提供可能なサービス

データ提供データ項目の選定

状況

現場の臨床医の観
点から、欠損値の
可能性・医学的価
値も踏まえて選定

生物統計専門家含
む、TXPリサーチチ
ームを活用した高
度な解析の実施

臨床目線の見解も
踏まえたアウトプ
ットの作成が可能

学術論文レベルの
論文作成が可能

個別調査

自社保有をメインとした
データ選定

データセットの提供 特定テーマに沿ったデータ
セットの提供
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・転院後最終予後・長期アウトカム
・通常診療で測定されない稀な検査結果
・臨床検体の研究目的での解析

・時系列輸液量、尿量
・人工呼吸器関連データ
・一般外来受診的のバイタルデータ
・臨床判断に関する医師のアセスメント

・基礎疾患・常用薬情報
・医師の臨床判断・アセスメント
・来院前（救急隊）/ 来院時 / 経時的バイタルデータ
・意識レベル、生活歴、ADL情報
・詳細かつ時系列の検査データ（凝固検査・心筋マーカー・薬物血中濃度などを含む)
・培養検査データ / 輸血データ

・DPC病名
・処置・薬剤・手術情報
・入院転帰

電子カルテ外の あらゆる臨床データ
（前向き研究必須）

電子カルテにある
あらゆるデータ
（非構造化）

データの特徴

急性期領域の視点から

DWH/NEXT Stageで
取れるデータ
（構造化）

DPC/レセプトで
取れるデータ

1

2

3

4

1

2

3

4
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参考：レセプトデータと臨床診断の乖離

医療レセプトは保険医療機関や保険調剤薬局が償還支払い請求を目的とする資料であり、

病名の同定が困難

引用元: ER Collection  https://er-collection.jp/articles/claims-based-algorithm-1

引用元 : ER Collection  https://er-collection.jp/articles/claims-based-
algorithm-1

カルテ レセプトデータ

https://er-collection.jp/articles/claims-based-algorithm-1
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ここまでのまとめ

• TXPは救急医が創業、現在も救急をはじめとする30名程度の臨床医が在籍

• NEXT Stage ERは救急医療の業務システム、約100の地域中核医療機関に導入

• 上記中核医療機関の一部において、NEXT Stage ERの構造化された救急・ICUデータに
加え、全診療科の院内データの整備を実施して利活用を行う

• 臨床に即したデータ・電子カルテベースのデータであるため、解像度が高く即時性がある
データの利活用が可能
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治験支援サービス
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早期の患者特定実現可能な治験設計 正しい施設選定

②フィージビリティ調査

カルテデータ活用による
症例数推計・施設選定

③リクルーティング支援
（急性期疾患）

日常の臨床業務中の医師に
治験候補患者を通知

①治験コンサルテーション

MDによる最新の臨床事情に即した
コンサルテーション
・プロトコール作成支援
・医療機関への治験体制提案

計画フェーズ 実行フェーズ

TXP Medical の治験支援サービス
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急性期疾患・ICU疾患

急性期疾患の例

• 急性心筋梗塞

• 急性心不全

• 重症不整脈

循環器領域

感染症領域
• 肺炎

• 敗血症

• DIC

• 急性膵炎

• 低血糖発作

• アレルギー：アナフィラキシー

• 外傷：頭部外傷、脳挫傷、脊髄損傷、骨折

その他

中枢神経領域
• 脳卒中 (脳梗塞・脳出血・くも膜下出血)

• てんかん

• ARDS

• 喘息発作

• COPD急性増悪、重症呼吸不全

呼吸器領域

ICU疾患の例

• 心筋梗塞
• 急性心不全
• 重症不整脈

循環器領域

感染症領域
• 敗血症
• 髄膜炎
• 重症肺炎

• 心肺停止蘇生後
• 多発外傷
• 重症熱傷
• 重症中毒

その他

神経領域
• 脳卒中全般
• 重症脊髄損傷
• てんかん重積

• 重症肺炎
• 重症間質性肺炎

呼吸器領域

• 心筋炎、心筋症
• 大動脈解離、大動脈瘤破裂
• 重症肺塞栓症

• ギランバレー症候群重症
• 重症筋無力症重症

• 重症肺水腫
• 重症のCOPD増悪、重症喘息発作

• 腹腔内感染症
• 重症皮膚軟部組織感染症

消化器領域
• 消化管出血
• 消化管穿孔
• 食道や肝胆膵などの大手術後

• 移植術前後
• 産科危機的出血後
• 新生児重症病態
• 癌の有害事象（重症感染, irAE)
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急性期治験における症例集積の阻害要因

治験の計画から実行まで、様々な要因で試験・リクルーティング期間の長期化の傾向

症例促進施策の不在

疾患・重症度・搬送フロー・院内連携体制の考慮が必要

複雑な施設選定方法

脳神経外科
脳神経内科
循環器内科 など

救急外来
担当医

（救急医に限らない）

直接
搬送

転院
搬送

厳しい時間的制約 同意取得が困難

通常の症例促進策が無効

被験者募集広告 カルテ
スクリーニング

近隣病院からの
患者紹介

適切な治験同意説明タイミングの逸失

搬送・処置・検査
(病院着後30～180

分)

症状・処置説明
入院の同意

患者入院・家族帰宅

患者・家族共に帰宅

CRC：夜間・休日不在
中心的医師：シフト時のみ勤務

夜間

休日

シフト外

救急初療から
スクリーニング必要

救急患者は
24時間来
院

割付に
時間制限
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TXP Medicalによる提供価値

EHRデータ
フィージビリティ

調査

安定して症例を組み入れられる
症例集積力のある施設を選定したい

医療データ利用契約を締結している施設
についてNEXT Stage ERおよび電子カ
ルテ内の検査値や既往歴データから過去

の患者数を定量的に推計

NEXT Stage ERに選択/除外基準を事前
登録することで組み入れ可能性の高い患
者候補をタイムリーに医療機関に通知

NEXT Stage ER
ポップアップ

短期間で確実に症例を組入れたい

急性期治験および実臨床経験の豊富な医師に
よる支援

メディカル
エキスパート

本治験を成功させるためのサポート

サービス項目 ニーズ TXPのソリューション
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治験経験を有する臨床医によるコンサルティング

EHRデータ
フィージビリティ

調査

メディカル
エキスパート

安定して症例を組み入れられる
症例集積力のある施設を選定したい

医療データ利用契約を締結している施設
についてNEXT Stage ERおよび電子カ
ルテ内の検査値や既往歴データから過去

の患者数を定量的に推計

本治験を成功させるためのサポート
急性期治験および実臨床経験の豊富な医師に

よる支援

項目

NEXT Stage ERに選択/除外基準を事前
登録することで組み入れ可能性の高い患
者候補をタイムリーに医療機関に通知

NEXT Stage ER
ポップアップ

短期間で確実に症例を組入れたい

サービス項目 ニーズ TXPのソリューション
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プロトコールに即した施設フィージビリティ調査

EHRデータ
フィージビリティ

調査

安定して症例を組み入れられる
症例集積力のある施設を選定したい

医療データ利用契約を締結している施設
についてNEXT Stage ERおよび電子カ
ルテ内の検査値や既往歴データから過去

の患者数を定量的に推計

急性期治験および実臨床経験の豊富な医師に
よる支援

NEXT Stage ERに選択/除外基準を事前
登録することで組み入れ可能性の高い患
者候補をタイムリーに医療機関に通知

メディカル
エキスパート

本治験を成功させるためのサポート

NEXT Stage ER
ポップアップ

短期間で確実に症例を組入れたい

サービス項目 ニーズ TXPのソリューション
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例）急性心筋梗塞おけるNSER / DWHから取得可能なデータ項目とデータ差分（1/3）

項目名 データソース 欠損可能性 工数 TXP独自性

患者背景

年齢 DPC 低 低 低

性別 DPC 低 低 低

BMI（肥満） DPC 低 低 低

DPC主病名 DPC 低 低 低

DPC EF処置データ DPC 低 低 低

初診時詳細情報

臨床診断名（保険病名ではない） NSER/ICU 低 低 高

既往歴_心血管基礎疾患, Afの有無
（かかりつけ以外で診断のもの含む） NSER 低 低 高

既往歴_CKD, 透析
（かかりつけ以外で診断のもの含む） NSER 低 低 高

既往歴_DM, HTN, DL

（かかりつけ以外で診断のもの含む） NSER 低 低 高

既往歴_在宅酸素療法の有無
（かかりつけ以外で診断のもの含む） NSER 低 低 高

既往歴_PMI, CABGの既往有無
（かかりつけ以外で診断のもの含む） NSER 低 低 高

常用薬（自院処方薬ではない）
降圧剤、ACE/ARB, 

経口血糖降下薬、抗凝固薬、
抗血小板薬、スタチン NSER 低 低 高

生活歴_喫煙歴、飲酒歴 NSER 低 低 高

来院時バイタルサイン_BP, HR NSER 低 低 高

来院時バイタルサイン_SpO2 NSER 低 低 高

来院時心肺停止の場合の
初期波形、bystander CPR、目撃有無 NSER 低 低 高

来院時酸素投与量、投与経路 NSER 低 低 高

来院時心電図所見_ST上昇有無 NSER 低 低 高

対象となる疾患ごとに、臨床医がキーとなる検査値をピックアップ
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項目名 データソース 欠損可能性 工数 TXP独自性

初診時詳細情報

来院時心電図所見_その他詳細所見 NSER 中 中 高

来院時心エコー所見
visual EF, focal asynergy NSER

中 中
高

来院時CT所見
大動脈解離有無、肺水腫程度 NSER

中 中
高

NPPV, 人工呼吸器利用の有無 NSER/ICU 低 低 低

緊急カテーテル検査・治療の実施有無 DPC 低 低 低

右心カテ実施有無 DPC 低 低 低

IABP, ECMO, impella等の実施有無 NSER/ICU 低 低 低

急性期血液浄化の実施有無 NSER/ICU 低 低 低

血液検査所見
全て分単位の時刻情報あり

SOFA/APACHE スコア DWH/NSER/NSICU 低 中 高

BNP, NT-ProBNP DWH 低 低 高

PAO2, P/F ratio DWH 低 低 高

Troponin, CK, CK-MB, DWH 低 低 高

FDP/d-dimer DWH 低 低 高

CRP/PCT DWH 低 低 高

自己抗体検査 DWH 低 低 高

肝機能、腎機能、脂質、HbA1c DWH 低 低 中

outcome 情報

ICU滞在期間 DPC/NSICU 低 低 中

in-hospital outcome DPC/NSICU 低 低 低

急性期合併症詳細 NSICU/カルテ 中/高 中/高 高

リハビリ実施情報 NSICU/カルテ 中/高 中/高 高

長期アウトカム カルテ 中/高 中/高 高

例）急性心筋梗塞おけるNSER / DWHから取得可能なデータ項目とデータ差分（2/3）

対象となる疾患ごとに、臨床医がキーとなる検査値をピックアップ
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項目名 データソース 欠損可能性 工数 TXP独自性

処置等詳細情報

NPPV, 人工呼吸器の詳細設定/タイミング NSER/ICU/カルテ 中 中 高

ECMO, IABP, impellaの詳細設定 NSER/ICU/カルテ 中 中 高

急性期血液浄化の詳細設定 NSER/ICU/カルテ 中 中 高

心臓カテーテル閉塞血管 NSICU/カルテ 低 中 高

右心カテ検査データ（mPAP, PVR, PAWP) カルテ 低 中 高

EV1000、Picco データ NSICU/カルテ 中 中 高

治療薬内容（点滴） DWH/DPC 低 低 低

治療薬内容（静注） DWH/DPC 低 低 低

治療薬内容（詳細 濃度・dose） DWH/DPC 低 中 高

超音波検査初見 低 中/高 中/高

心臓カテーテルでの使用デバイス NSICU/カルテ 低 中/高 高

各種循環補助の使用デバイス NSICU/カルテ 低 中/高 高

例）急性心筋梗塞おけるNSER / DWHから取得可能なデータ項目とデータ差分（3/3）

欠損可能性 そもそも医療者がカルテに記載していない、もしくは検査値を測っていない等の場合に欠損する可能性があります。

工数 DPCや検査値データ等の取得は工数が少なく費用負担も少なくなります。カルテレビューを行う場合は、工数と費用負担が大きくなります。

TXP独自性 900項目を超える豊富な検査値データがあることやカルテレビューを行えることがTXPの独自性になります。

※欠損可能性が「中」「高」の項目は、すべての病院で必ず記録するものではないため、欠損の可能性があることをご留意ください。
※前向き収集が必要が「1」の高億は、保険診療ではカルテに記載されることがないため、前向きに収集する必要があることをご留意ください。

対象となる疾患ごとに、臨床医がキーとなる検査値をピックアップ
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NSER・電子カルテデータを活用したフィージビリティ調査

アウトプット
イメージ

バイタルサイン、検査値、既往歴などから定量的に候補患者数情報を算出

調査結果は各施設ごとに提示可能
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NEXT Stage ERでの自動スクリーニングによる被験者取りこぼし防止

EHRデータ
フィージビリティ

調査

NEXT Stage ER
ポップアップ

安定して症例を組み入れられる
症例集積力のある施設を選定したい

医療データ利用契約を締結している施設
についてNEXT Stage ERおよび電子カ
ルテ内の検査値や既往歴データから過去

の患者数を定量的に推計

短期間で確実に症例を組入れたい

急性期治験および実臨床経験の豊富な医師に
よる支援

NEXT Stage ERに選択/除外基準を事前
登録することで組み入れ可能性の高い患
者候補をタイムリーに医療機関に通知

メディカル
エキスパート

本治験を成功させるためのサポート

サービス項目 ニーズ TXPのソリューション
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NEXT Stage ER ポップアップ通知

急性期治験での症例の取りこぼしを防ぎ、リクルーティングを加速

AMI治験候補心筋梗塞に伴う心停止,心原性ショックあり
Killip分類クラスⅠからⅢに該当
18歳以上

急性心筋梗塞治験チェックリスト

・ポップアップをクリックすると詳細情報が表示
・表示内容は試験に応じてカスタマイズ可能

NSERポップアップのメリット

既に部門システムとして利用されているため、病院側の負荷を最小限で実装可能

治験医師や院内CRCにダイレクトに通知を行うことで効率的なリクルートを支援が可能

リアルタイムで通知を行うため、患者の早期発見・組入れにつながります
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急性期治験・特定臨床研究に関する支援実績

# 疾患 治験 / 臨床研究 提供サービス 薬効/作用

１ 脳梗塞 治験（P2） リクルーティング支援 再生誘導医薬品

２ 脳梗塞 治験（P2B） フィージビリティ調査支援 血栓溶解剤

３ 心筋梗塞 治験（P2） フィージビリティ調査支援 FXIa阻害薬

４ 出血 治験 フィージビリティ調査支援 人プロトロンビン複合体製剤

５ 出血 治験 リクルーティング支援 第Xa因子阻害剤中和剤

６ 脳梗塞 特定臨床研究 リクルーティング支援 抗血小板剤

７ 脳出血 特定臨床研究 リクルーティング支援 遺伝子組換え活性型血液製剤

８ 敗血症 特定臨床研究 リクルーティング支援 脳下垂体後葉ホルモン剤
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治験 A

治験 B

施設数

41

20

39ヶ月

27ヶ月

試験期間 施設数

10

10

23ヶ月

11ヶ月

試験期間

実際の状況

より少ない施設数で治験を短期化

16ヶ月短縮

16ヶ月短縮

* NEXT Stage ER導入済の導入済みの過去症例より各社の治験プロトコルに合致する患者数を抽出。

90%がスクリーニングを通過し、半数より同意を取得できたと仮定した

本取組による想定効果 ～脳卒中治験での試算～
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ご活用事例）外資系製薬企業様：急性期治験支援

試験対象疾患の日本での臨床実態および医療機関体制の理解深耕、NSERポップアップによるリクルート支援

TXP Medicalによるソリューション課題

!
これまで該当領域の治験経験が無く、患者搬
送から検査、診断までのペイシェントジャー
ニーの理解を深めたい

長期フォローアップが必要な疾患であり、ま
た、選択/除外基準に該当する患者を的確か
つ早期にエンロールメントしたい

!

TXP Medicalの救急・集中治療医の知見か
ら当該試験に対応可能な体制を持つ施設を提
案、その施設の医師、看護師、薬剤師による
疾患レクチャーや病院見学を行い疾患理解を
深める

・候補施設の内、NSER利用施設にて選択/除
外基準に該当する被験者が登録された場合にポ
ップアップにて通知
・NSERへ登録する選択/除外基準の選定につ
いてはTXP Medicalの医師が実臨床の観点か
ら提案
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ご活用事例）国内医療機関様：医師主導治験 フィージビリティ支援

慢性疾患における医師主導治験について、候補患者数の定量調査と治験協力施設の紹介

TXP Medicalによるソリューション課題

!
治験実施施設近隣エリアにて患者紹介もしく
は治験参加意思のある医療機関を探したい。

候補施設のフィージビリティにおいて、選択
/除外基準に該当する患者数を定量的に把握
したい。

!

NSERを導入している施設、治験協力契約締
結施設などから該当エリアの病院について
TXPから病院長や医師、治験事務局へコンタ
クト。
治験参加意思表示をいただいた施設について
PIとのWeb面談を設定

DPCデータを用いて該当する患者数を過去3年
分施設別に集計。選択/除外基準の選定と優先
度付けはTXPの医師により提案。
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まとめ

• TXPは救急医が創業、現在も救急をはじめとする30名程度の臨床医が在籍

• NEXT Stage ERは救急医療の業務システム、約100の地域中核医療機関に導入

• 上記中核医療機関の一部において、NEXT Stage ERの構造化された救急・ICUデータに
加え、全診療科の院内データの整備を実施して利活用を行う

• 臨床に即したデータ・電子カルテベースのデータであるため、解像度が高く即時性がある
データの利活用が可能

• それに伴い、治験（特に急性期・ICU疾患）に関して、独自性のある以下のサービスを提
供可能

- 治験経験を有する臨床医によるコンサルティング

- プロトコールに即した施設フィージビリティ

- 診療現場の業務システム上での自動スクリーニングによる被験者取りこぼし防止

• 治験以外にも様々なプロセスで製薬企業様の支援が可能
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カテゴリー ユースケース例

RWD解析 30施設以上の急性期大病院（平均病床数 700-800床）の医療データを活用し、下記事例含むRWDエビデンスの創出に貢献

- 治験フィージビリティ調査or市場調査 - 治験候補施設の選定や患者数の確認に有用

- バリデーション研究 - 詳細な臨床データを活用し、レセプトやDPCの多施設バリデーション研究を実施

- ペイシェントジャーニー作成 - 対象施設前後での実臨床データに基づいて患者フローを可視化

- 処方/治療実態調査 - 薬剤の選択要因、切替のタイミングやきっかけ、他社薬剤との使い分け理由の把握

前向きデータ収集支
援

- スポンサードレジストリ/EDC構築支援 - 40件以上の学術研究レジストリ/EDC構築実績をもつTXPによる、前向きデータ収集支援サービス

- NSER活用データ収集 - 急性期EMR（電子カルテ）であるNEXT Stage シリーズへの入力欄追加による追加情報収集も可能

治験DX - 急性期治験DCT1 - 全国77病院のNSER導入施設をネットワークで繋ぐことで症例エントリーの向上、試験コストの減少に寄与

- 急性期治験患者リクルーティング支援 - 救急外来システムのNSERにポップアップを組み入れることにより、対象患者のリマインドを推進

- 希少疾患NSERアラート - 救急外来システムのNSERにて疾患情報提供を実施し、救急外来を多く通過する希少疾患の疾患啓発へ貢献

社員/ エグゼクティ
ブ向けトレーニング

- 製薬/機器メーカー向け勉強会 - 多数の講演実績と論文実績をもつRWD専門家が、研究、医療データ解析など幅広いテーマでの勉強会を実施

- 施設見学プログラム - 急性期医療機関ネットワークを生かした、救急外来やICUの現場見学や専門医によるレクチャーをセッティング

その他 - ありサポ/PSP - がん患者向けスマートフォン患者問診/ePRO 収集サービスの構築をはじめとした、患者QOL向上への寄与

- 論文作成支援 - PubMed掲載原著論文数72本/4年の実績を持つTXPリサーチチームによりプロトコル作成から論文化まで支援

- 医師/救急隊向けアンケート - 急性期医療の強力なネットワークを生かし、疾患・薬剤市場調査、実態把握のためのアンケートを実施
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上記以外ユースケースも多数実績あり – 弊社までご連絡いただけましたら御社専任担当をアサインした上で、ビジネス課題に共に取り組ませて頂きます

製薬企業の様々なプロセスにサービスを提供
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②フィージビリティ調査 ③リクルーティング支援①治験コンサルテーション

早期の患者特定実現可能な治験設計 正しい施設選定

• 救急搬送～救急診療データ
活用による症例数推計・施
設選定

• SMO情報・オープンソース
情報などの掛け合わせ

• NSERを活用した候補患者ピッ
クアップ

• 日常の臨床業務中の医師に治
験候補患者を通知

• 診療システム・電子カルテ由
来データによる、データドリ
ブンな意思決定サポート

• 各領域の専門Dr.の、臨床実態
に即したコンサルテーション

計画フェーズ 実行フェーズ

A2 × TXP Medical の治験支援サービス

これまで

A2

＋
TXP

• KOLヒアリングに基づく定性
インタビュー中心
（定量データ不足）

• SMOヒアリングによる情報
（診療目線の情報が不足）

TXPの優位性とA２の知見における経験・ノウハウを掛け合わせることにより、急性期をはじめとす

る各疾患での治験の計画～調査～実行の幅広いステージで貢献

調査フェーズ

• （急性期治験の場合）投与時間
制限のある症例のエンロールメ
ントが困難

治験・疾患ノウハウ、KOLとのコネクションなどのフル活用
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Contact us

TXP Medical株式会社
医療データ事業部
取締役 医療データ管掌
宮本剛

〒101-0042
東京都千代田区神田東松下町41-1 H1O神田706
Mail ：medical-data-service@txpmedical.com

https://medical-dataservice.com/

https://medical-dataservice.com/
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